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ETL プロジェクト・スタート・ガイドプロジェクト・スタート・ガイドプロジェクト・スタート・ガイドプロジェクト・スタート・ガイド 

このマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについて 
このドキュメントの目的は、Oracle Data Integrator の導入によって実現可能な機能の概要を説明

することです。 

このドキュメントでは、データの品質を検証しつつ異機種間システムのデータをデータ・ウェア

ハウスにロードするという ETL プロジェクトを、Oracle Data Integrator を使用してどのように

実現するかを理解できるよう、いくつかの例を示しています。 

このプロジェクトは、完了するまでに約 90 分かかります。プロジェクトの途中で作業内容を保存

して中断し、再開することもできます。 

• 「製品の概要」に進んでください。 

製品の概要製品の概要製品の概要製品の概要 

Oracle Data Integrator とはとはとはとは 

Oracle Data Integrator は、広く使用されているデータ統合ソフトウェア製品です。データの変換

および統合プロセスを定義するための新しい宣言的な設計方法を提供しているため、開発および

メンテナンスを短時間で簡単に行えるようになります。Oracle Data Integrator は、固有の E-LT
アーキテクチャに基づいて、データの変換および検証プロセスの実行に対して最大限のパフォー

マンスを保証するだけでなく、現在入手可能な最も費用効率の高いソリューションでもあります。 

Oracle Data Integrator は、データおよびアプリケーションの統合プロジェクトを合理化するため

の統一されたインフラストラクチャを提供します。 

ビジネス上の問題ビジネス上の問題ビジネス上の問題ビジネス上の問題 

ますます加速する現代のビジネス環境では、より特化したソフトウェア・アプリケーションを使

用することが必要とされます。また、異機種間のハードウェア・プラットフォームやシステムを

共存させて、これらのアプリケーションやシステム間で確実にデータを共有できるようにするこ

とが必要です。このような統合要件を実装するプロジェクトは、規格、時間および予算にあわせ

て作成する必要があります。 

固有のソリューション固有のソリューション固有のソリューション固有のソリューション 

Oracle Data Integrator では、ETL に対して強力な宣言的設計方法を使用します。この方法では、

宣言規則が実装の詳細から分離されます。また、Oracle Data Integrator は、固有の E-LT アーキ

テクチャに基づいているため、スタンドアロン ETL サーバーや独自のエンジンの必要性が排除さ

れ、使用する RDBMS エンジンの能力が利用されます。この組合せにより、開発とメンテナンス

の両方の生産性が最大限に引き出され、データの変換および検証プロセスを実行する際に最高の

パフォーマンスを得られます。 
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Oracle Data Integrator は、ETL を必要とする 500 以上の企業によって選ばれています。その主な

理由は次のとおりです。 

• 開発およびメンテナンスの時間短縮と簡略化開発およびメンテナンスの時間短縮と簡略化開発およびメンテナンスの時間短縮と簡略化開発およびメンテナンスの時間短縮と簡略化: ETL に対する宣言規則主導のアプローチにより、

短期間で製品を習得できるため、開発者の生産性が劇的に向上します。また、継続的なメン

テナンスが容易になります。この方法では、プロセスの定義が実際の実装から分離され、宣

言規則（処理の対象）がデータ・フロー（処理の方法）から分離されます。  

• データ品質のファイアウォールデータ品質のファイアウォールデータ品質のファイアウォールデータ品質のファイアウォール: Oracle Data Integrator では、ターゲット・アプリケーション

に挿入される前に不正なデータが自動的に検出され、リサイクルされます。この処理は、タ

ーゲット・アプリケーションと Oracle Data Integrator の両方で定義された整合性規則および

制約に従って実行されます。プログラミングは不要です。  

• より高い実行パフォーマンスより高い実行パフォーマンスより高い実行パフォーマンスより高い実行パフォーマンス: 従来の ETL ソフトウェアは、行ごとにデータ変換を実行する

独自のエンジンに基づいているため、パフォーマンスが制限されます。既存の RDBMS エン

ジンおよび SQL に基づいて E-LT アーキテクチャを実装することで、セットベース・レベル

でターゲット・サーバーでデータ変換を実行できるため、より高いパフォーマンスが得られ

ます。  

• より単純で効率的なアーキテクチャより単純で効率的なアーキテクチャより単純で効率的なアーキテクチャより単純で効率的なアーキテクチャ: E-LT アーキテクチャでは、ソースとターゲット・サー

バーの間に ETL ハブ・サーバーを置く必要がありません。ターゲット・サーバーおよびその

RDBMS を活用して複雑な変換を実行します。ほとんどの変換は、エンドユーザーの問合せ処

理でサーバーがビジーなとき以外に、バッチ・モードで実行されます。  

• プラットフォームの独立性プラットフォームの独立性プラットフォームの独立性プラットフォームの独立性: Oracle Data Integrator は、同じソフトウェアを使用するすべての

プラットフォーム、ハードウェアおよび OS をサポートします。  

• データの接続性データの接続性データの接続性データの接続性: Oracle Data Integrator は、すべての RDBMS をサポートします。これには、

Teradata、IBM DB2、Netezza、Oracle、Sybase IQ などのすべての主要なデータ・ウェアハ

ウス・プラットフォーム、およびフラット・ファイル、ERP、LDAP、XML などのその他の

多くのテクノロジが含まれます。  

• 経費削減経費削減経費削減経費削減: ETL ハブ・サーバーおよび ETL エンジンを排除することで、ハードウェアおよび

ソフトウェアの初期購入費用とメンテナンス費用の両方が削減されます。習得時間の短縮お

よび開発者の生産性向上により、プロジェクト全体の人件費、および継続的な拡張の費用が

削減されます。  

技術アーキテクチャ技術アーキテクチャ技術アーキテクチャ技術アーキテクチャ 

Oracle Data Integrator は、モジュール型リポジトリ・アーキテクチャを中心に構築されており、

完全に Java で開発されたコンポーネント（グラフィカル・インタフェース・モジュールおよび実

行エージェント）から、クライアント/サーバー・モードまたはシン・クライアント・モードでア

クセスできます。  

リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリは包括的でオープンな共有メタデータ・リポジトリです。リポジトリには、変換およ

び統合のプロセスに関与したアクセス済アプリケーションのメタデータ、開発されたプロジェク

トのバージョン、およびプロジェクトの使用に必要なすべての情報（計画、スケジュールおよび

実行レポート）が格納されます。 

トポロジ・マネージャトポロジ・マネージャトポロジ・マネージャトポロジ・マネージャは、グラフィカル・インタフェース・モジュールです。情報システムの物

理アーキテクチャおよび論理アーキテクチャを説明するデータの管理に使用されます。サイト、

マシンおよびデータ・サーバーの説明は、Oracle Data Integrator を使用して同じインタフェース

を異なる環境で実行するために必要です。 

デザイナデザイナデザイナデザイナは、データ整合性のチェックを設計し、変換を構築するためのツールです。具体的には

次の機能が含まれます。 
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• 既存のアプリケーションまたはデータベースの自動リバース・エンジニアリング 

• 変換および統合のインタフェースのグラフィカルな開発およびメンテナンス 

• インタフェースでのデータフローの視覚化 

• ドキュメントの自動生成 

• 生成済コードのカスタマイズ 

セキュリティ・マネージャセキュリティ・マネージャセキュリティ・マネージャセキュリティ・マネージャは、Oracle Data Integrator でユーザーおよび権限を管理するためのツ

ールです。 

オペレータオペレータオペレータオペレータは、本番の管理および監視モジュールです。IT 本番オペレータ用に設計されています。 

エエエエージェントージェントージェントージェントは、デザイナで開発されたアプリケーション間インタフェースの実行に使用されま

す。スケジューラスケジューラスケジューラスケジューラを統合し、事前に定義されたスケジュールに従ってインタフェースを実行しま

す。 

メタデータ・ナビゲータメタデータ・ナビゲータメタデータ・ナビゲータメタデータ・ナビゲータは、ブラウザに基づくシン・クライアントで、Oracle Data Integrator の
リポジトリへのアクセス、リポジトリのすべてのコンテンツの参照、検索および分析、および高

度なデータ系統トレース、相互参照、影響分析などの実行に使用します。このツールは、すべて

の本番プロセスの管理にも使用できます。 

 
 

Oracle Data Integrator のインストールのインストールのインストールのインストール 
このドキュメントで説明する手順を行うには、Oracle Data Integrator がシステムに正しくインス

トールされていることが必要です。インストールの手順を次に示します。 
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前提条件前提条件前提条件前提条件 

使用するワークステーションが次の要件を満たす必要があります。 

• Windows または X Window 機能を持つ OS（Windows、Linux、HP-UX、Solaris など） 

• 256MB または 512MB の RAM（推奨） 

• 150MB のハード・ディスク 

• TCP/IP 

インストインストインストインストールールールール 

Oracle Data Integrator をををを CD からインストールする場合からインストールする場合からインストールする場合からインストールする場合 

Oracle Data Integrator のセットアップ CD を使用する場合は、次の手順に従います。  

1. Oracle Data Integrator の CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入します。 

2. CD の/setup/<system>/ディレクトリ（<system>はプラットフォーム名）に移動します。 

3. Windows プラットフォームの場合は setup.exe を実行します。UNIX プラットフォームの

場合は sh ./setup.bin を実行します。 

4. セットアップ・プログラムの指示に従います。 

Oracle Data Integrator をダウンロード済ファイルからインストールをダウンロード済ファイルからインストールをダウンロード済ファイルからインストールをダウンロード済ファイルからインストール

する場合する場合する場合する場合 

1. Windows プラットフォームの場合は setup.exe を実行します。UNIX プラットフォームの

場合は sh ./setup.bin を実行します。 

2. セットアップ・プログラムの指示に従います。 

注意注意注意注意: Java 仮想マシンがセットアップ・プログラムに含まれているため、外部の JVM は不要

です。Oracle Data Integrator のインストール・プログラムで提供される JVM を使用してくだ

さい。  

注意注意注意注意: Web サービスを使用するために、Oracle Data Integrator では Java Development Kit が
必要になります。これは、インストール・プログラムでは提供されません。Oracle Data 
Integrator のコンポーネントを起動すると「Oracle Data Integrator で Web サービスを実行す

るには JDK が必要です。現在は JRE を使用しています。」という警告が表示される場合があ

ります。この警告は無視してください。 

注注注注意意意意: このセットアップ・プログラムでは、インストールした Oracle Data Integrator のコンポ

ーネントのショートカットが作成されます。 

注意注意注意注意: Microsoft Windows 95 または 98 を使用する場合は、オンライン・ヘルプの「Windows 
95/98 での Oracle Data Integrator の実行」を参照してください。 

注意注意注意注意: インストール中に、実行するインストールのタイプを選択できます。基本ファイルのみ

をインストールするには、「評価」インストール・セットを選択します。追加のユーティリテ
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ィ（リポジトリ作成用のユーティリティなど）もインストールする場合は、「完全」インスト

ール・セットを選択します。このスタート・ガイドの目的には、どちらのインストールでも使

用できます。  

プロジェクトの開始プロジェクトの開始プロジェクトの開始プロジェクトの開始 

Oracle Data Integrator および評価環境がマシンにインストールされました。これで、プロジェク

トを開始できます。 

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト 

ETL プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト 

この ETL プロジェクトは、データの変換方法および使用する情報システムのデータの整合性をチ

ェックする方法を理解するための例です。  

このこのこのこのドキュメントに含まれる例ドキュメントに含まれる例ドキュメントに含まれる例ドキュメントに含まれる例 

例の環境例の環境例の環境例の環境 

このスタート・ガイドを通して、ある組織の例について学習します。この組織では、本番システ

ムから発行された様々な異機種間のデータソースから取得される販売データを追跡しようとして

います。使用されるデータソースは次のとおりです。 

リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ: リポジトリには、それぞれの例での演習に必要なすべてのメタデータが含まれていま

す。リポジトリは、評価の目的上、指定されたデータベースでホストされます。 

Orders Application: 顧客の注文を追跡するためのアプリケーション。指定されたデータベース

（srcdemo サンプル・データベース）でホストされます。 

Parameters (File): 本番システムから発行されたフラット・ファイル（ASCII）。販売員のリスト

および年齢層に区分された年齢が含まれます。 

Sales Administration: 販売の管理または追跡。指定された別のデータベース（trgdemo サンプ

ル・データベース）でホストされます。変換機能を使用して、このデータ・ウェアハウスを移入

します。 

 

次の図に環境を示します。 
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データ・モデルデータ・モデルデータ・モデルデータ・モデル 

次に示すスキーマ・ダイアグラムは、このスタート・ガイドを通して使用するデータ・モデルを

定義しています。 

Orders Application 
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Parameters (File) 

 

Sales Administration 

 
 

問題問題問題問題 

すべてのデータ統合プロジェクトおよび変換プロジェクトに共通する課題は、次のとおりです。 

• アプリケーション・データの品質のチェックおよび向上 
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• 情報システムのビジネス・ルールを考慮した、正確で簡単なアプリケーション間のデータ交

換 

これらの問題への対処方法を、次の各トピックの中で例を使用して説明します。 

• データベースのデータのチェック 

• ETL 変換の作成および実行 

• 変換結果のクレンジング 

• このプロセスの自動化 

注意注意注意注意: このスタート・ガイドでは、ETL に関係するプロセスについて説明します。このドキュ

メントでは触れていませんが、リアルタイム EAI プロセスの作成も同じ方法で行えます。詳

細は、このガイドの内容を最後まで学習した後で、Oracle Data Integrator のドキュメントを

参照してください。 

データのクレンジングデータのクレンジングデータのクレンジングデータのクレンジング 

2 つの例を実装することで、無効な行を分離しながらアプリケーションのデータの品質を確保す

るための Oracle Data Integrator の使用方法を学習します。Orders Application 表には、検出され

るデータの不整合の数が含まれます。 

• SRC_CUSTOMER 制御: 顧客のデータが情報システムで定義された制約に適合することをチェ

ックします。 

Sales Administration のロードのロードのロードのロード 

2 つの単純な例を使用して、Orders Application アプリケーションおよび Parameters (File)アプリ

ケーションのデータを Sales Administration データ・ウェアハウスにロードして生産性を高める

方法を説明します。 

• Pop. TRG_CUSTOMER インタフェース: ソース顧客データに、年齢層および販売員の情報を

追加します。その後、このデータは、情報システムで定義された制約を考慮しながら、Sales 
Administration アプリケーションにロードされます。 

• Pop. TRG_SALES インタフェース: 注文管理アプリケーションによって発行された販売データ

を要約し、販売追跡アプリケーションにロードします。 

Oracle Data Integrator で開発したプロセスの自動化で開発したプロセスの自動化で開発したプロセスの自動化で開発したプロセスの自動化 

Oracle Data Integrator のプロセスを自動化する方法を説明します。この演習の目的は、Sales 
Administration データ・ウェアハウス全体を 1 回のクリックでロードすることです。 

• Load Sales_Administration パッケージ: インタフェースを順序付けしてパッケージ化します。 

• LOAD_SALES_ADMINISTRATION シナリオ: このパッケージを自動的に実行するためのコ

ードを生成します。 
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Oracle Data Integrator の起動の起動の起動の起動 

最初の実行最初の実行最初の実行最初の実行 

デモンストレーション環境の起動デモンストレーション環境の起動デモンストレーション環境の起動デモンストレーション環境の起動 

Oracle Data Integrator で提供されるデータベースには、次の各例で使用するデータおよび初期リ

ポジトリが含まれています。これらの例を参照する前に、まず、次の手順を行ってください。まず、次の手順を行ってください。まず、次の手順を行ってください。まず、次の手順を行ってください。 

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→→→→「「「「Oracle Data Integrator」」」」→→→→「「「「Examples」」」」の順に選択し、

「「「「Start Demo Environment」」」」を選択します。リポジトリ・データベース・サーバーおよびソース

とターゲットのデータベースが起動します。 

これらのデータベース・サーバーを停止するには、同じフォルダ内の Stop Demo Environment
ショートカットを使用できます。[Ctrl]を押しながらを押しながらを押しながらを押しながら[C]を押すキーボード・ショートカットを使を押すキーボード・ショートカットを使を押すキーボード・ショートカットを使を押すキーボード・ショートカットを使

用したり、実行ウィンドウを閉じてデータベースを停止しないでください。用したり、実行ウィンドウを閉じてデータベースを停止しないでください。用したり、実行ウィンドウを閉じてデータベースを停止しないでください。用したり、実行ウィンドウを閉じてデータベースを停止しないでください。データベースのデー

タが破損する可能性があります。 

UNIX 環境では、コマンド・プロンプトを使用して Oracle Data Integrator の install/bin ディレク

トリにある適切な.sh ファイルを実行できます。その際には、「&」を追加して、サーバーをバッ

クグラウンド・タスクとして起動します（たとえば、リポジトリ・データベースを起動する場合

は startdemo.sh&と入力し、停止する場合は stopdemo.sh と入力します）。 

デザイナの起動デザイナの起動デザイナの起動デザイナの起動 

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle Data Integrator」」」」→「「「「Designer」」」」の順に選択しま

す。次のウィンドウが表示され、接続先のリポジトリを選択するよう求められます。 
 

 
2. 「ログイン名」「ログイン名」「ログイン名」「ログイン名」ドロップダウン・メニューから適切なログインを選択します。「Getting 

Started – ETL Project」を選択します。 

3. 「「「「OK」」」」をクリックしてリポジトリに接続します。 

注意注意注意注意: Orders Application アプリケーションおよび Sales Administration アプリケーションの

データベース・サーバーに加えて、前項の説明に従ってリポジトリ・サーバーが起動リポジトリ・サーバーが起動リポジトリ・サーバーが起動リポジトリ・サーバーが起動されたこ

とを確認してください。 

4. デザイナデザイナデザイナデザイナが起動します。 



ETL プロジェクト・スタート・ガイド 

10 

注意注意注意注意: デザイナが開くとウィザード・ウィンドウが表示される場合があります。このウィンド

ウは、「クローズ」「クローズ」「クローズ」「クローズ」をクリックして閉じてかまいません。 
 

 
  

デザイデザイデザイデザイナのインタフェースナのインタフェースナのインタフェースナのインタフェース 

デザイナで管理されるものは次のとおりです。 

• アプリケーションのデータ・モデルデータ・モデルデータ・モデルデータ・モデル: データ・サーバーに含まれるすべてのメタデータ（表、

列、制約、説明、相互参照など） 

• プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト: データ・サーバーのロード規則および変換規則（インタフェース、プロシージ

ャ、変数など） 

デザイナの GUI は、次のように表示されます。 
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メニューメニューメニューメニュー 

メニューメニューメニューメニューには、次の機能にアクセスするためのプルダウン・メニューが含まれます。 

• インポート/エクスポート 

• ウィザード 

• 表示オプション 

• モジュールまたはツリー表示のオープン 

• ユーザーのパスワードおよびオプションの変更 

ツールバーツールバーツールバーツールバー 

ツールバーツールバーツールバーツールバーでは、次の操作が可能です。 

• Oracle Data Integrator モジュールのオープン。 

• ツリー表示のリフレッシュ。 

• オンライン・ヘルプのオープン。 

• デフォルト・コンテキストコンテキストコンテキストコンテキストの選択。このプロジェクトで使用するコンテキストは、Global で
す。 
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ツリー表示ツリー表示ツリー表示ツリー表示 

現行ユーザーが使用できるデザイナ・オブジェクトは、編成されて「プロジェクト」「プロジェクト」「プロジェクト」「プロジェクト」、「モデ「モデ「モデ「モデ

ル」ル」ル」ル」、「ソリューション」「ソリューション」「ソリューション」「ソリューション」および「その他」「その他」「その他」「その他」（ユーザー・ファンクション、グローバル変数およ

び順序）というツリー表示になります。 

オブジェクトに対するほとんどのアクションは、（オブジェクトを選択して右クリックすると表

示される）ポップアップ・メニューから実行します。  

それぞれのツリー表示は、フローティング可能なフレームの中に表示されますが、デザイナのメ

イン・ウィンドウの横にドッキングできます。これらのフレームはスタックすることも可能です。

複数のフレームをスタックした場合、フレーム・ウィンドウの最下部にタブが表示され、スタッ

クの各フレームにアクセスできるようになります。 

ツリー表示フレームの移動、ドッキングおよびスタックは、フレームのタイトルまたはタブを選

択し、ドラッグして行います。デザイナのメイン・ウィンドウにツリー表示フレームが表示され

ない場合やフレームが閉じた場合は、「ウィンドウ」「ウィンドウ」「ウィンドウ」「ウィンドウ」→→→→「ビューの表示」「ビューの表示」「ビューの表示」「ビューの表示」メニューを使用して開

くことができます。 

オブジェクトは、すでにデモ・リポジトリに存在します。 

• 「モデル」「モデル」「モデル」「モデル」表示では、Orders Application、Parameters および Sales Administration の各アプ

リケーションに対応するすべてのデータ・モデルが表示されます。 

• 「プロジェクト」「プロジェクト」「プロジェクト」「プロジェクト」表示では、Demo プロジェクトおよび Sales Administration フォルダが表示

されます。フォルダには、すでに複数のインタフェースが含まれています。このフォルダ内

で、新しいインタフェースを開発します。 

ワークベンチワークベンチワークベンチワークベンチ 

編集または表示するオブジェクトのウィンドウは、ワークベンチワークベンチワークベンチワークベンチに表示されます。 

データ整合性制御データ整合性制御データ整合性制御データ整合性制御 

データ統合の概要データ統合の概要データ統合の概要データ統合の概要 

IT インフラストラクチャで複数のアプリケーションを使用し、異なるデータストア間で様々な形

式での読取りや書込みを行う場合、企業内の誰もがデータを簡単に使用できるようにデータを統

合するプロセスを実装することが不可欠になります。この目的に使用できるデータ統合の方法は、

ETL、データのレプリケーション、データの同期など多数あります。いずれの方法でも、使用す

る情報システムのデータと組織のアプリケーションを正常に統合するための第一歩は、データの

整合性を確保することです。 

デーデーデーデータ整合性制御の概要タ整合性制御の概要タ整合性制御の概要タ整合性制御の概要 

データ整合性の制御は、使用する情報システムのアプリケーションに含まれるすべてのデータの

一貫性を確保するために必要です。 
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アプリケーション・データは、情報システムによって課せられる制約および宣言規則に対して有

効でない場合があります。たとえば、顧客が指定されていない注文や商品が指定されていない注

文明細行などが検出される可能性があります。 

Oracle Data Integrator が提供する作業環境では、制約違反を検出し、リサイクルまたはレポート

作成のために格納できます。 

制御には、静的制御静的制御静的制御静的制御およびフロー制御フロー制御フロー制御フロー制御の 2 種類があります。これらの 2 つの違いを説明します。 

静的制御静的制御静的制御静的制御 

静的制御は、アプリケーション・データの整合性を検証するための規則が存在することを意味し

ます。これらの規則（制約とも呼ぶ）の一部は、（主キー、参照制約などを使用して）データ・

サーバーですでに実装されている可能性があります。 

Oracle Data Integrator では、追加の制約を宣言せずに直接サーバーで定義することで、データの

検証を調整できます。このプロシージャは静的制約静的制約静的制約静的制約と呼ばれます。このプロシージャによって、

既存のデータ（つまり静的データ）に対するチェックを直接実行することが可能になるためです。 

フロー制御フロー制御フロー制御フロー制御 

変換プロセスおよび統合プロセスのターゲットとなる情報システムでは、多くの場合、独自の宣

言規則が実装されます。フロー制御フロー制御フロー制御フロー制御関数は、アプリケーションが受け取ったデータをこれらのタ

ーゲットにロードする前に、制約に従って検証するために使用します。フロー制御プロシージャ

の詳細は、インタフェースに関する章で説明しています。 

利点利点利点利点 

データ整合性チェックを実行する主な利点は次のとおりです。 

• ターゲット・データベースをライフ・サイクル全体で使用することで、生産性が向上します。

データのビジネス・ルール違反によって、ターゲット・データベースのライフ・サイクル全

体でアプリケーション・プログラミングの速度は低下します。そのため、転送されたデータ

をクリーニングすると、アプリケーション・プログラミングの時間を短縮できます。 

• ターゲット・データベースのモデルが検証されます。検出される規則違反は、常にソース・

データの整合性が不十分であることを意味するわけではありません。ターゲット・モデルの

一定の不備を示す可能性もあります。アプリケーションが再書込みされる前にデータを移行

すると、現実に即したテスト・データベースを提供しながら、新しいデータ・モデルを検証

できます。 

• ビジネス・ルール違反をフィルタ処理で排除するために前処理されたデータを使用すること

で、エンドユーザーへのサービスの質が向上します。 

データの整合性の確保は、複雑な作業を伴う場合があります。実際には、宣言規則に違反するす

べてのデータを分離してリサイクルする必要があります。つまり、複雑なプログラミングの開発

が必要になります（特に、ターゲット・データベースに整合性制約検証のメカニズムが含まれて

いる場合）。操作制約に関しては、（ソース、ターゲットまたはリサイクルされたフローの）誤

ったデータを修正する方法を実装し、その方法を企業全体で再利用することが最も効率的です。 

例例例例 

次に示す例では、データ整合性監査プロセス（静的制御）の流れを説明します。 
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Orders Application - HSQL アプリケーションには、様々なレベルでビジネス・ルール制約を満た

さないデータが含まれています。ここでの目的は、このアプリケーションに含まれるデータのう

ち、情報システムによって課せられた制約を満たさないデータを検出することです。 

SRC_CUSTOMER 制御制御制御制御 

目的目的目的目的 

ソースのデータには、一貫性のないものが含まれている可能性があります。ターゲット表の一部

の制約がソース表内で実装されていない場合、または規則の追加が必要な場合があります。ここ

では、次に示す 2 つの制約があるとします。 

• 顧客の年齢は顧客の年齢は顧客の年齢は顧客の年齢は 21 歳より上であること。歳より上であること。歳より上であること。歳より上であること。ただし、入力表には 21 歳以下の顧客に関するレコー

ドが含まれている可能性があります。 

• CITY_ID 列は、列は、列は、列は、SRC_CITY 表の表の表の表の 1 つのエントリを参照すること。つのエントリを参照すること。つのエントリを参照すること。つのエントリを参照すること。ただし、市区町村の表

に存在しない値がある可能性があります。 

ここでの目的は、これらの 2 つの制約を満たさない行を検出し、対応する無効なレコードを、分

析のためにエラー表に自動でコピーすることです。 

問題の解釈問題の解釈問題の解釈問題の解釈 

このような規則を強制するには、SRC_CITY 表と SRC_CUSTOMER 表の間の参照制約とともに、

チェック制約（条件とも呼ぶ）を使用する必要があります。 

Oracle Data Integrator で条件を追加するには、満たす必要がある規則を単純に指定します。参照

の追加は、一致する必要がある列を定義するだけで行えます。次に、2 つの制約を作成します。 

制約の作成制約の作成制約の作成制約の作成 

年齢制約年齢制約年齢制約年齢制約 

この例では、列にデータ検証条件を追加します。 

1. Orders Application - HSQL モデルを開きます。 

2. SRC_CUSTOMER 表を開きます。 
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3. Constraints ノードを右クリックして「条件の挿入」「条件の挿入」「条件の挿入」「条件の挿入」を選択します。 
 

 
4. 「定義」「定義」「定義」「定義」タブで次の処理を行います。 

• 「名前」「名前」「名前」「名前」に条件の名前を入力します（"AGE > 21"など）。 

• 「タイプ」「タイプ」「タイプ」「タイプ」で、条件の種類として「「「「Oracle Data Integrator 条件」条件」条件」条件」を選択し

ます。 

• 「条件」「条件」「条件」「条件」句に、SRC_CUSTOMER.AGE > 21 の SQL コードを入力します。

このテキストは、直接または（ ボタンをクリックしてアクセスする）式エデ

ィタを使用して入力できます。 

注意注意注意注意: Data Integrator が正しい SQL コードを生成するには、データストア（ここでは

SRC_CUSTOMER）の別名別名別名別名を AGE の接頭辞として使用する必要があります。この別名は、「デ「デ「デ「デ

ータストア」ータストア」ータストア」ータストア」画面（データストア上で右クリック→→→→「編集」「編集」「編集」「編集」）の「定義」「定義」「定義」「定義」タブで定義されます。 

注意注意注意注意: Oracle Data Integrator によって作成された制約は、実際にデータベース上には作成され

ません。これらの制約はリポジトリに格納されます。 

• 「メッセージ」「メッセージ」「メッセージ」「メッセージ」フィールドで、エラー表に表示されるエラー・メッセージを指定します。 

• 画面の表示は次のようになります。 
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5. 「「「「OK」」」」をクリックして条件を保存します。 

参照制約参照制約参照制約参照制約 

この例では、SRC_CUSTOMER 表が CITY_ID 列を使用して SRC_CITY を参照するという参照制

約を追加します。 

まず、有効な CITY_ID 値をチェックする制約を作成します。作成手順は次のとおりです。 

1. Orders Application - HSQL モデルのツリー構造を開きます。 

2. SRC_CUSTOMER データストアのツリー構造を開きます。 

3. Constraints ノードを右クリックして「参照の挿入」「参照の挿入」「参照の挿入」「参照の挿入」を選択します。 
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4. 「定義」「定義」「定義」「定義」タブで次の処理を行います。 

• 「タイプ」「タイプ」「タイプ」「タイプ」で、この参照の種類として「ユーザー参照」「ユーザー参照」「ユーザー参照」「ユーザー参照」を選択します。 

• リンク先となる表に対応するリスト・ボックスで SRC_CITY を選択します。 

• 画面の表示は次のようになります。 
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5. 「列」「列」「列」「列」タブで次の処理を行います。 

• をクリックして一致する列を定義します。 

• 表示される行をクリックします。適切な表のすべての列が含まれるドロップダウン・リスト

が表示されます。 

• 「外部表」「外部表」「外部表」「外部表」（SRC_CUSTOMER）および「プライマリ表」「プライマリ表」「プライマリ表」「プライマリ表」（SRC_CITY）から CITY_ID を選

択します。 
 

 
  

6. 「「「「OK」」」」をクリックしてこの参照を保存します。 

静的制御の実行静的制御の実行静的制御の実行静的制御の実行 

1. SRC_CUSTOMER データストアを右クリックします。 

2. 「制御」「制御」「制御」「制御」→→→→「チェック」「チェック」「チェック」「チェック」の順に選択します。 
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3. 実行実行実行実行ウィンドウおよび情報情報情報情報ウィンドウで「「「「OK」」」」をクリックします。 
 

  

 
 

Oracle Data Integrator により、データ・チェックおよび実行セッションの開始に必要なすべての

コードが自動的に生成されます。 

オペレータでの制御の実行の追跡オペレータでの制御の実行の追跡オペレータでの制御の実行の追跡オペレータでの制御の実行の追跡 

1. オペレータオペレータオペレータオペレータで実行のステップを確認するには、メニュー・バーの 「オペレータ」「オペレータ」「オペレータ」「オペレータ」ボタンを

クリックします。 

2. オペレータオペレータオペレータオペレータ・ウィンドウが開き、All Executions ノードの下にある処理タスクの詳細が、オ

ペレータの「セッション・リスト」「セッション・リスト」「セッション・リスト」「セッション・リスト」表示に表示されます。 

3. このウィンドウがすでに開いている場合は、 ボタンを使用してウィンドウをリフレッシュ

できます。 

1 つの実行セッションのログは、次のように表示されます。 
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ログは、次の 3 つのレベルで構成されます。  

• セッションセッションセッションセッション 

• ステッステッステッステッププププ（チェック対象のデータストア、インタフェースまたはプロシージャに対応） 

• タスクタスクタスクタスク（インタフェース、プロセスまたはチェックの要素的タスクに対応） 

結果の解釈結果の解釈結果の解釈結果の解釈 

無効なレコードの数無効なレコードの数無効なレコードの数無効なレコードの数 

1. オペレータオペレータオペレータオペレータで実行ツリーの対応するアイコンをダブルクリックし、SRC_CUSTOMER のステステステステ

ップップップップ（レベル 2）ウィンドウを編集します。画面の右に新しいウィンドウが開きます。 

2. 「実行」「実行」「実行」「実行」タブを選択します。SRC_CUSTOMER 表のチェックにより、9 個の無効なレコード

が検出されたことが示されています。これらのレコードは、エラー表に分離されています。 
 

 

無効なレコード無効なレコード無効なレコード無効なレコード 

無効なレコードにアクセスするには、モデル内の表を右クリックし、ポップアップ・メニューか

ら「制御」「制御」「制御」「制御」→→→→「エラー」「エラー」「エラー」「エラー」の順に選択します。 

1. デザイナ・モジュールに戻るには、ツールバーの「デザイナ」「デザイナ」「デザイナ」「デザイナ」 ボタンをクリックします。 

2. Orders Application - HSQL モデルを開きます。 

3. SRC_CUSTOMER データストアを右クリックします。 

4. ポップアップ・メニューから「制御」「制御」「制御」「制御」→→→→「エラー」「エラー」「エラー」「エラー」の順に選択します。 

5. 次のようなウィンドウが表示され、データ内のエラーが一覧表示されます。 
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このウィンドウを使用して、チェック処理で無効化されたレコードを確認できます。 

• 8 個のレコードが AGE > 21 制約に違反しています（つまり、実際の年齢が 21 歳以下です）。 

• 1 個のレコードが FK_CITY_CUSTOMER 制約に違反しています（つまり、CITY_ID 値が

SRC_CITY 表に存在しません）。 

このウィンドウでは、レコード全体を確認できます。そのため、不正な値（つまり、最上部のレ

コードの無効な CITY_ID 値）を一目で確認できます。 

表示されるエラー・メッセージは、AGE > 21 制約の設定時に定義されたものです。 

これで、静的制御の設定が完了しました。次に行うのは、変換インタフェースの実装です。 

データ統合用インタフェースデータ統合用インタフェースデータ統合用インタフェースデータ統合用インタフェース 

データ統合用インタフェースデータ統合用インタフェースデータ統合用インタフェースデータ統合用インタフェース 

Pop. TRG_CUSTOMER インタフェースインタフェースインタフェースインタフェース 

目的目的目的目的 

最初のインタフェースの目的は、Orders Application - HSQL モデルの SRC_CUSTOMER 表から

Sales Administration - HSQL モデルの TRG_CUSTOMER ターゲット表に、データをロードする

ことです。 
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ただし、SRC_CUSTOMER 表には、この操作に必要なすべてのデータが含まれていません。ここ

では、ターゲット表に次の情報を追加します。 

• SRC_AGE_GROUP フラット・ファイルで定義されている、ソース表の AGE 属性に対応する

年齢層（AGE_RANGE）。 

• SRC_SALES_PERSON ファイルで定義されている、ソース表の販売員番号

（SALES_PERS_ID）に対応する顧客販売員の氏名（LAST_NAME および FIRST_NAME）。 

• ソース表の DEAR 列の数値データ（0、1、2）からターゲットの標準の敬称テキスト文字列

（Mr、Mrs または Ms）に変換された値。 

• ソース顧客の名前および姓を連結したもの。 

 

ソース・データは、ターゲット環境で実装されている整合性規則と一致しない場合があります。

この変換では、すべての制約が満たされていることを検証し、無効な行をターゲット・データベ

ースではなくエラー表に格納することで、データをクレンジングします。この場合、次の 2 つの

重要な整合性規則を満たす必要があります。 

• 顧客の年齢が 21 歳より上であること（条件 AGE > 21） 

• 顧客が、TRG_CITY 表に存在する市区町村（CITY_ID）に関連付けられていること（参照

FK_CUST_CITY） 

 

これらの規則の機能別詳細および手順を次に示します。 

インタフェースの定義インタフェースの定義インタフェースの定義インタフェースの定義 

この変換に使用するデータの概要は次のとおりです。 

ターゲット・データストアターゲット・データストアターゲット・データストアターゲット・データストア 

モデルモデルモデルモデル: Sales Administration - HSQL 

データストアデータストアデータストアデータストア: TRG_CUSTOMER 

ソース・データストアソース・データストアソース・データストアソース・データストア 

モデルモデルモデルモデル データストアデータストアデータストアデータストア 説明説明説明説明 種類種類種類種類 

Orders Application - 
HSQL 

SRC_CUSTOMER ソース・システム

の顧客 
HSQL 表 

Parameters - FILE SRC_AGE_GROUP 年齢層ファイル セミコロン区切りのファイ

ル 

Parameters - FILE SRC_SALES_PERSON 販売員ファイル 固定サイズ・レコードのフ

ァイル 

結合結合結合結合 
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結合結合結合結合 説明説明説明説明 SQL 規則規則規則規則 実行場所実行場所実行場所実行場所 

販売員と顧客 SRC_SALES_PERSON
と SRC_CUSTOMER
の結合 

SRC_CUSTOMER.SALES_PERS_ID 
= 
SRC_SALES_PERSON.SALES_PERS
_ID 

ステージング領

域 

顧客と年齢層 顧客の年齢がファイル

内の最低年齢から最高

年齢までの間であるこ

とが必要 

SRC_CUSTOMER.AGE between 
SRC_AGE_GROUP.AGE_MIN and 
SRC_AGE_GROUP.AGE_MAX 

ステージング領

域 

変換規則変換規則変換規則変換規則 

ターゲット列ターゲット列ターゲット列ターゲット列 変換元変換元変換元変換元 SQL 規則規則規則規則 実行場所実行場所実行場所実行場所 

CUST_ID SRC_CUSTOMER.CU
STID 

SRC_CUSTOMER.CUSTID ソース 

DEAR SRC_CUSTOMER.DE
AR = 0 の場合は MR 

SRC_CUSTOMER.DE
AR = 1 の場合は

MRS、それ以外の場合

は MS 

CASEWHEN(SRC_CUSTOMER.DEAR=
0, 'MR', 
CASEWHEN( SRC_CUSTOMER.DEAR
=1, 'MRS', 'MS') ) 

ソース 

CUST_NAME SRC_CUSTOMER.FIR
ST_NAME と
SRC_CUSTOMER.LAS
T_NAME（大文字）

の連結 

SRC_CUSTOMER.FIRST_NAME || 
' ' || 
UCASE(SRC_CUSTOMER.LAST_NAM
E) 

ソース 

ADDRESS SRC_CUSTOMER.AD
DRESS 

SRC_CUSTOMER.ADDRESS ソース 

CITY_ID SRC_CUSTOMER.CIT
Y_ID 

SRC_CUSTOMER.CITY_ID ソース 

PHONE SRC_CUSTOMER.PH
ONE 

SRC_CUSTOMER.PHONE ソース 

AGE SRC_CUSTOMER.AG
E 

SRC_CUSTOMER.AGE ソース 

AGE_RANGE SRC_AGE_GROUP.A SRC_AGE_GROUP.AGE_RANGE ステージング領
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GE_RANGE 域 

SALES_PERS SRC_SALES_PERSON.
FIRST_NAME と
SRC_SALES_PERSON.
LAST_NAME（大文

字）の連結 

SRC SALES PERSON.FIRST NAME 
|| ' ' || 
UCASE(SRC_SALES_PERSON.LAST
_NAME) 

ステージング領

域 

CRE_DATE 今日の日付 CURDATE() ターゲット 

UPD_DATE 今日の日付 CURDATE() ターゲット 

手順手順手順手順 

新しいイ新しいイ新しいイ新しいインタフェースの挿入ンタフェースの挿入ンタフェースの挿入ンタフェースの挿入 

1. Demo プロジェクトの Sales Administration フォルダで Interfaces を右クリックし、「インタ「インタ「インタ「インタ

フェースの挿入」フェースの挿入」フェースの挿入」フェースの挿入」を選択します。 
 

 
  

2. インタフェースインタフェースインタフェースインタフェース・ウィンドウの「名前」「名前」「名前」「名前」フィールドに、インタフェースの名前（Pop. 
TRG_CUSTOMER）を入力します。 
 

 
  

3. ここで、インタフェース・ウィンドウを大きくして見やすくします。 
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ターゲット表の定義ターゲット表の定義ターゲット表の定義ターゲット表の定義 

1. 作業環境を入力するために、「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」タブをクリックします。情報ボックスが表示

されます。単純に「「「「OK」」」」をクリックしてこのボックスを閉じてかまいません。 
 

 
  

2. インタフェースの「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」タブの表示は、次のようになります。 
 

 
  

3. Sales Administration - HSQL モデルの TRG_CUSTOMER 表を、「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」タブの右

にある「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」領域にドラッグします。 
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ソース・データストアの定義ソース・データストアの定義ソース・データストアの定義ソース・データストアの定義 

1. 「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」タブで、構成パネル構成パネル構成パネル構成パネル（「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」タブの左部分）に次のソース・デ

ータストアをドラッグします。 

• Orders Application - HSQL モデルの SRC_CUSTOMER 

• Parameters - FILE モデルの SRC_AGE_GROUP 

• Parameters - FILE モデルの SRC_SALES_PERSON 

 
2. 構成パネルにデータストア・ソースをドロップすると、Oracle Data Integrator によって、フ

ィールド対フィールドの自動マッピングの使用を確認するポップアップ・ウィンドウが表示

されます。「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックしてこのウィンドウを閉じます。 
 

 
  

 



データ統合用インタフェース 

27 

ソース・データストア間の結合の定義ソース・データストア間の結合の定義ソース・データストア間の結合の定義ソース・データストア間の結合の定義 

1. 構成パネル構成パネル構成パネル構成パネルで、SRC_CUSTOMER 表の SALES_PERS_ID 列を SRC_SALES_PERSON 表の

SALES_PERS_ID 列にドラッグします。販売員識別子に最初の結合が定義されます。 
 

 
  

2. SRC_CUSTOMER 表の AGE 列を SRC_AGE_GROUP 表の AGE_MIN 列にドラッグします。 

3. 「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」パネルで実装実装実装実装を次のように変更します。 
• =を between に置き換えます。 
• テキストの最後に and を追加します。 
• SRC_AGE_GROUP 表の AGE_MAX 列をテキスト・フィールドにドラッグします。 

4. 変更後のテキストは、SRC_CUSTOMER.AGE between SRC_AGE_GROUP.AGE_MIN and 
SRC_AGE_GROUP.AGE_MAX になります。 
これは、SRC_CUSTOMER と SRC_AGE_GROUP の結合に対応します。 
 

   

   

注意注意注意注意: ソース・データストアをリンクするために、参照がモデルですでに定義されている場合

は、これらの参照が結合としてソース・ダイアグラムに自動的に表示されます。 

変換規則の定義変換規則の定義変換規則の定義変換規則の定義 

「ダイアグラム」の「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」領域で、ソースと名前が一致する列が（列名

マッチングによって）自動的にマップされます。この場合の必要な処理は、CUSTID、DEAR、
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CUST_NAME、SALES_PERS、CRE_DATE および UPD_DATE の各フィールドに対して変換規

則を定義することのみです。 

変換規則は、各ターゲット列で次のように定義します。 

1. ターゲット列の名前をクリックして、ロードするターゲット列を選択します。 

2. 左下の「実装」「実装」「実装」「実装」フィールドで規則を作成します。これは、ソース表から必要な列をテキス

ト・フィールドにドラッグするか、 ボタンをクリックして式エディタを開いて行います。 

3. 必ず、変換を実行する環境を選択してください。この環境を選択するには、次に示すラジ

オ・ボタンの 1 つを選択します。 
 

 
  

マッピングで次の規則を実装します。 

• CUST_ID（ソースで実行）: SRC_CUSTOMER.CUSTID 列を「実装」「実装」「実装」「実装」フィールドにドラッグ

します。これにより、ソース表の CUST_ID 列の名前が、単純にターゲット表にマップされま

す。 

• DEAR（ソースで実行）: CASEWHEN(SRC_CUSTOMER.DEAR=0, 'MR', 
CASEWHEN( SRC_CUSTOMER.DEAR=1, 'MRS', 'MS') )というテキストを入力します。

SRC_CUSTOMER.DEAR 列は、必要なときにその都度ドラッグできます。 を使用して式を

保存し、 を使用して構文を検証します。これにより、ソース表の DEAR 列が、文字列式

（0>'MR', 1>'MRS', 2>'MS'）としてマップされます。 

• CUST_NAME（ソースで実行）: 式エディタを開いて、SRC_CUSTOMER.FIRST_NAME || ' 
' || UCASE(SRC_CUSTOMER.LAST_NAME)という規則を作成します。 
これにより、各顧客の名前および姓の連結値（姓は大文字）がマップされます。 

注意注意注意注意: 式の作成に使用する式エディタには、1 つのテクノロジに固有のすべての関数が含まれ

ているわけではありません。多くのテクノロジに共通する関数のみが含まれます。式エディタ

に表示されない関数でも、手動で入力し、式に使用することが可能です。 

注意注意注意注意: 式エディタを開く際に、次のウィンドウが表示される場合があります。 
 

 
 
Hypersonic SQL を選択して「「「「OK」」」」をクリックします。このウィンドウでは、式エディタで

SQL 言語構文を使用することを選択できます。 

注意注意注意注意: このマッピングをターゲットで実行する場合は、式エディタでターゲット・システムの

構文（および、この場合は Hypersonic SQL）が提供されます。 
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• SALES_PERS（ステージング領域で実行）: 式エディタを開いて
SRC_SALES_PERSON.FIRST_NAME || ' ' || 
UCASE(SRC_SALES_PERSON.LAST_NAME)という規則を作成します。 
これにより、各販売員の名前と姓の連結値（姓は大文字）がマップされます。 

注意注意注意注意: この規則は、必ずステージング領域で実行してください。この例のソースはフラット・

ファイルで、それ自体は連結をサポートするエンジンに関連付けられていません。 

• CRE_DATE および UPD_DATE（両方ともターゲットで実行）: CURDATE()関数を入力し、

「アクティブ・マッピング」ボックスを選択してターゲットで式を実行することを選択しま

す。CRE_DATE については、「挿入」でのみマッピングを実行します。これを行うには、マ

ッピング領域の最下部にスクロールして「更新」を選択解除します。UPD_DATE については、

レコードが更新された日付のみが必要です。そのため、UPD_DATE マッピングの「挿入」チ

ェック・ボックスを選択解除します。 
 

 

注意注意注意注意: ボタンをクリックすると、入力済 SQL コードの構文をチェックするために、ソー

ス・サーバーがコールされます。このチェックは、ソース・サーバーで規則全体が実行される

ときのみ実行可能です。エラーが発生すると、エラー・ウィンドウが表示されます。「詳細」「詳細」「詳細」「詳細」

ボタンをクリックすると、ソース・サーバーから送信されたエラー・メッセージが表示されま

す。 

この時点で、変換規則は次の画面のようになります。 

 
  

左側のアイコンは、ターゲット列のデータ型の頭文字を示します（n: NUMERIC、v: VARCHAR、
d: DATE）。その他のアイコンは、式の実行場所を示します。 

 ソース 

 ステージング領域 

 ターゲット 

   

注意注意注意注意: マッピングの「インジケータ」「インジケータ」「インジケータ」「インジケータ」インジケータによって アイコンが表示された場合は、

マッピングでエラーが発生しています。その場合は、不正なターゲット・フィールドを選択し

て入力を検証します。もしくは、「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」タブの最上部にある「エラー」「エラー」「エラー」「エラー」ボタンをク
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リックし、表示されるウィンドウの「詳細」「詳細」「詳細」「詳細」ボタンをクリックして、エラーの種類の詳細情報

を参照します。 

データ・ロード戦略（データ・ロード戦略（データ・ロード戦略（データ・ロード戦略（LKM）の選択）の選択）の選択）の選択  

「フロー」「フロー」「フロー」「フロー」タブには、Oracle Data Integrator により、インタフェースの実行に必要な様々な手順

が示されます。 

ソース環境の SRC_AGE_GROUP ファイル、SRC_SALES_PERSON ファイルおよび

SRC_CUSTOMER 表からデータを取得する方法（ロード・ナレッジ・モジュールロード・ナレッジ・モジュールロード・ナレッジ・モジュールロード・ナレッジ・モジュール - LKM）を選択

する必要があります。 

1. SRC_AGE_GROUP ファイルのロードに対応するソース・セットソース・セットソース・セットソース・セット（SS_x）をクリックして、

ロード・ナレッジ・モジュールのリストから「「「「LKM File to SQL」」」」モジュールを選択します。 
 

 

   

2. SRC_SALES_PERSON ファイルのロードに対応する 2 つ目のソース・セットソース・セットソース・セットソース・セット（SS_x）をクリ

ックして、ロード・ナレッジ・モジュールのリストから「「「「LKM File to SQL」」」」モジュールを選

択します。 

3. SRC_CUSTOMER 表のロードに対応する最後のソース・セットソース・セットソース・セットソース・セット（SS_x）をクリックして、ロ

ード・ナレッジ・モジュールのリストから「「「「LKM SQL to SQL」」」」モジュールを選択します。 
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4. この時点で、「フロー」「フロー」「フロー」「フロー」画面の表示は次のようになります。 
 

 

データ統合戦略（データ統合戦略（データ統合戦略（データ統合戦略（IKM）の選択）の選択）の選択）の選択  

ロード・フェーズが完了したら、データをターゲット表に統合するための戦略を選択する必要が

あります。これを行うには、使用する統合ナレッジ・モジュール（IKM）を指定する必要があり

ます。 

1. 「ターゲット「ターゲット「ターゲット「ターゲット+ステージング領域」ステージング領域」ステージング領域」ステージング領域」オブジェクトをクリックして「「「「IKM SQL Incremental 
Update」」」」ナレッジ・モジュールを選択します。 
 

 
  

2. ナレッジ・モジュールの「オ「オ「オ「オプション」プション」プション」プション」では、デフォルト値をそのまま使用します。デフォ

ルト値は上に示すとおりです。 
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これらのオプションを使用すると、統合戦略の特定の側面を制御できます。たとえば、

FLOW_CONTROL オプションを使用することで、ターゲット表に挿入される前のデータのフロー制

御操作が、Oracle Data Integrator によってトリガーされます。 

注意注意注意注意: ナレッジ・モジュールを選択する際に使用できるモジュールは、少数しかありません。

Oracle Data Integrator に含まれるすべてのナレッジ・モジュールを使用するには、それらの

モジュールをプロジェクトにインポートする必要があります。ただし、この手順はここでの目

的には必要ありません。独自のプロジェクトについてこの手順を行う場合の詳細は、製品ドキ

ュメントのオンライン・ヘルプに含まれる Oracle Data Integrator ユーザーズ・ガイドを参照

してください。 

データ制御戦略の選択データ制御戦略の選択データ制御戦略の選択データ制御戦略の選択 

ここまでの処理では、ソースからターゲットへのデータ・フローのみが指定されました。ここで

は、データのチェック方法（CKM）を定義して、データを統合する前に満たす必要がある制約お

よび規則を定義する必要があります。 

1. 「制御」「制御」「制御」「制御」タブで、「CKM HSQL」チェック・ナレッジ・モジュールを選択します。  
 

 
  

2. 次に示すように、検証する制約（AGE > 21、PK_TRG_CITY および FK_CUST_CITY）を Yes
に設定します。 
 

 
 

インタフェースの実行準備が完了しました。 

インタフェースの実行インタフェースの実行インタフェースの実行インタフェースの実行 

1. インタフェースインタフェースインタフェースインタフェース・ウィンドウの「実行」「実行」「実行」「実行」ボタンをクリックしてインタフェースを実行します。  

2. インタフェースの保存を求めるウィンドウが表示されます。「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。 

3. 実行実行実行実行ウィンドウおよび情報情報情報情報ウィンドウで「「「「OK」」」」をクリックします。 

Oracle Data Integrator によって自動的に SQL コードが生成され、実行セッションが開始されま

す。 
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オペレータでのインタフェースの実行の追跡オペレータでのインタフェースの実行の追跡オペレータでのインタフェースの実行の追跡オペレータでのインタフェースの実行の追跡 

1. オペレータオペレータオペレータオペレータで実行の結果を追跡するには、メニュー・バーの アイコンをクリックします。  

2. オペレータオペレータオペレータオペレータ・ウィンドウが開き、実行処理タスクの詳細が表示されます（このウィンドウが

すでに開いている場合は、 ボタンをクリックしてリフレッシュできます）。 

結果の解釈結果の解釈結果の解釈結果の解釈 

処理されたレコード処理されたレコード処理されたレコード処理されたレコード 

1. 「オペレータ」「オペレータ」「オペレータ」「オペレータ」で実行ツリーの対応するアイコンをダブルクリックし、Pop. 
TRG_CUSTOMER ステップステップステップステップのウィンドウを開きます。画面の右に新しいウィンドウが開きま

す。 

2. 「実行」「実行」「実行」「実行」タブに、TRG_CUSTOMER 表のロードによって 25 個の挿入が作成され、9 個のエラ

ーがエラー表に分離されたことが示されます。  
 

 

作成されたデータ作成されたデータ作成されたデータ作成されたデータ 

インタフェースによって作成されたデータは、デザイナデザイナデザイナデザイナ・モジュールで確認できます。 

1. Sales Administration - HSQL モデルを開いて TRG_CUSTOMER 表を選択します。 

2. 右クリックして「データ」「データ」「データ」「データ」を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、ターゲット表のデータを表示します。 
 

 
  

無効なレコードおよび不正なデータ無効なレコードおよび不正なデータ無効なレコードおよび不正なデータ無効なレコードおよび不正なデータ 

実行したインタフェースでは、9 個の無効なレコードが識別され、自動作成されたエラー表に分

離されました。無効なレコードにアクセスするには、モデルからターゲット表

（TRG_CUSTOMER）を選択し、ポップアップ・メニューから「制御」「制御」「制御」「制御」→→→→「エラー」「エラー」「エラー」「エラー」の順に選択

します。 
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この画面から、次のレコードがインタフェースによって拒否されたことがわかります。 

• FK_CUST_CITY 制約を満たしていない（つまり、市区町村の表に存在しない市区町村番号が

設定されている）2 個のレコード。 

• 21 歳以下の顧客に関するビジネス・ルール（AGE > 21 制約）を満たしていない 7 個のレコ

ード。 

無効なレコードはエラー表に保存され、ターゲット表には統合されません。  

無効なデータの修正無効なデータの修正無効なデータの修正無効なデータの修正  

1. Orders Application - HSQL モデルのツリー構造を開きます。 

2. SRC_CUSTOMER を右クリックして「データ」「データ」「データ」「データ」を選択します。 

3. CUSTID が 203 であるクライアント行を画面内で探します。列ヘッダーをクリックすると表

をソートできます。顧客 203 が表示されない場合は、「リフレッシュ」「リフレッシュ」「リフレッシュ」「リフレッシュ」ボタンをクリックし

て表示をリフレッシュします。 

4. この顧客の「CITY_ID」列の値をダブルクリックして、変更します。新しい値は（208 ではな

く）107 にする必要があります。 
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5. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックして「「「「OK」」」」をクリックします。 

6. コンテキスト・メニューの「実行」「実行」「実行」「実行」オプションを選択して、Pop. TRG_CUSTOMER インタフ

ェースを再実行します。 

処理されたレコード処理されたレコード処理されたレコード処理されたレコード 

1. 「オペレータ」「オペレータ」「オペレータ」「オペレータ」で をクリックして画面をリフレッシュします。 

2. 実行ツリーの対応するアイコンをダブルクリックし、Pop. TRG_CUSTOMER ステップステップステップステップのウィ

ンドウを編集します。画面の右側に新しいウィンドウが開きます。 

3. 「実行」「実行」「実行」「実行」タブには、TRG_CUSTOMER 表のロードによって 1 個の挿入（変更したばかりのレ

コード）が作成され、8 個の無効なレコードがエラー表に分離されたことが示されます。 
 

 

データ統合用インタフェース（続き）データ統合用インタフェース（続き）データ統合用インタフェース（続き）データ統合用インタフェース（続き） 

Pop. TRG_SALES インタフェースインタフェースインタフェースインタフェース 

目的目的目的目的 
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このインタフェースの目的は、Orders Application - HSQL モデルに含まれる注文の

SRC_ORDERS 表および注文明細行の SRC_ORDER_LINES 表を、Sales Administration - HSQL
モデルの TRG_SALES ターゲット表にロードすることです。データは、ターゲット表に統合する

前に集計する必要があります。ステータスが'CLO'の注文のみを使用します。 

 

ただし、ソース・データは、ターゲット環境の整合性規則と一致しない場合があります。この変

換では、すべての制約が満たされていることを検証することで、データをクレンジングします。

また、すべての無効な行を、ターゲット・データベースではなくエラー表に格納します。この場

合、次の 2 つの重要な整合性規則を満たす必要があります。 

• 販売が、TRG_CUSTOMER 表に存在する顧客（CUST_ID）に関連付けられていること（参照

FK_SALES_CUST） 

• 販売が、TRG_PRODUCT 表に存在する商品（PRODUCT_ID）に関連付けられていること

（参照 FK_SALES_PROD） 

これらの規則の機能別詳細および手順を次に示します。 

インタフェースの定義インタフェースの定義インタフェースの定義インタフェースの定義 

ターゲット・データストアターゲット・データストアターゲット・データストアターゲット・データストア 

モデルモデルモデルモデル: Sales Administration - HSQL 

データストアデータストアデータストアデータストア: TRG_SALES 

ソース・データストアソース・データストアソース・データストアソース・データストア 

モデルモデルモデルモデル データストアデータストアデータストアデータストア 説明説明説明説明 種類種類種類種類 

Orders Application - HSQL SRC_ORDERS ソース・システムの注文表 HSQL 表 

Orders Application - HSQL SRC_ORDER_LINES ソース・システムの注文明細

行表 
HSQL 表 

結合結合結合結合 

結合結合結合結合 説明説明説明説明 SQL 規則規則規則規則 実行場所実行場所実行場所実行場所 

コマンドと注

文明細行 
SRC_ORDERS と

SRC_ORDER_LINES の

結合が必要 

SRC_ORDERS.ORDER_ID = 
SRC_ORDER_LINES.ORDER_ID 

ソース 

フィルタフィルタフィルタフィルタ 

説明説明説明説明 SQL 規則規則規則規則 実行場所実行場所実行場所実行場所 

完了済の注文（CLOSED）のみを取得 SRC_ORDERS.STATUS = 'CLO' ソース 
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変換規則変換規則変換規則変換規則 

ターゲット列ターゲット列ターゲット列ターゲット列 変換元変換元変換元変換元 SQL 規則規則規則規則 実行場所実行場所実行場所実行場所

CUST_ID SRC_ORDERS の
CUST_ID 

SRC_ORDERS.CUST_ID ソース 

PRODUCT_ID SRC_ORDER_LINES の
PRODUCT_ID 

SRC_ORDER_LINES.PRODUCT_ID ソース 

FIRST_ORD_ID ORDER_ID の最小値  MIN(SRC_ORDERS.ORDER_ID) ソース 

FIRST_ORD_DATE SRC_ORDERS の

ORDER_DATE の最小値

MIN(SRC_ORDERS.ORDER_DATE) ソース 

LAST_ORD_ID ORDER_ID の最大値  MAX(SRC_ORDERS.ORDER_ID) ソース 

LAST_ORD_DATE SRC_ORDERS の

ORDER_DATE の最大値

MAX(SRC_ORDERS.ORDER_DATE) ソース 

QTY 注文明細行の QTY 数量

の合計 
SUM(SRC_ORDER_LINES.QTY) ソース 

AMOUNT 注文明細行の金額の合計 SUM(SRC_ORDER_LINES.AMOUNT) ソース 

PROD_AVG_PRICE 注文明細行の平均金額 AVG(SRC_ORDER_LINES.AMOUNT) ソース 

手順手順手順手順 

新しいインタフェースの挿入新しいインタフェースの挿入新しいインタフェースの挿入新しいインタフェースの挿入 

1. Demo プロジェクトの Sales Administration フォルダで Interfaces を右クリックし、「インタ「インタ「インタ「インタ

フェースの挿入」フェースの挿入」フェースの挿入」フェースの挿入」を選択します。 

2. インタフェースインタフェースインタフェースインタフェース・ウィンドウの「名前」「名前」「名前」「名前」フィールドに、インタフェースの名前（Pop. 
TRG_SALES）を入力します。 

3. ここで、インタフェース・ウィンドウを大きくして見やすくします。 

ターゲット表の定義ターゲット表の定義ターゲット表の定義ターゲット表の定義 

1. 「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」タブで、Sales Administration - HSQL モデルの TRG_SALES 表を「ダイア「ダイア「ダイア「ダイア

グラム」グラム」グラム」グラム」タブの右にある「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」領域にドラッグします。 

ソース・データストアの定義ソース・データストアの定義ソース・データストアの定義ソース・データストアの定義 

1. 「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」タブで構成パネル構成パネル構成パネル構成パネル（「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」タブの左側）に次のソース・データ

ストアをドラッグします。 

• Orders Application - HSQL モデルの SRC_ORDERS 

• Orders Application - HSQL モデルの SRC_ORDER_LINES 



ETL プロジェクト・スタート・ガイド 

38 

ソース・データストア間の結合の定義ソース・データストア間の結合の定義ソース・データストア間の結合の定義ソース・データストア間の結合の定義 

1. 構成パネル構成パネル構成パネル構成パネルで、SRC_ORDERS の ORDER_ID 列を SRC_ORDER_LINES の ORDER_ID 列に

ドラッグします。これにより、注文番号の結合句が定義されます。 

注文フィルタの定義注文フィルタの定義注文フィルタの定義注文フィルタの定義 

1. 「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」タブで、"SRC_ORDERS"の STATUS 列を構成パネル構成パネル構成パネル構成パネルにドラッグします。 

2. SRC_ORDERS.STATUS = 'CLO'と入力して、フィルタ規則の実装実装実装実装を変更します。 
 

 

変換規則の定義変換規則の定義変換規則の定義変換規則の定義 

「ダイアグラム」の「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」「ターゲット・データストア」領域で、ソースと名前が一致する列が（列名

マッチングを使用して）自動的にマップされます。後は、FIRST_ORD_ID、FIRST_ORD_DATE、
LAST_ORD_ID、LAST_ORD_DATE、QTY、AMOUNT および PROD_AVG_PRICE の各フィー

ルドのマッピング・ルールを定義するだけです。 

 

前の演習と同様に、各行が 1 つの列名に対応する表に、各列の名前が表示されます。変換規則は、

フィールドごとに、ターゲット表で次のように定義します。 

1. ロードするターゲット表のフィールドを選択します。 

2. ダイアグラムの左下にある「実装」「実装」「実装」「実装」フィールドで規則を作成します。これは、ソース表のダ

イアグラムから必要な列をテキスト・フィールドにドラッグするか、 ボタンをクリックし

て式エディタをコールして行います。 

 

次の規則を実装します。 

• FIRST_ORD_ID: SRC_ORDERS.ORDER_ID 列を「実装」「実装」「実装」「実装」フィールドにドラッグ・アンド・ド

ロップします。規則を MIN(SRC_ORDERS.ORDER_ID)に変更します。 
これにより、SRC_ORDERS 表の ORDER_ID 列の最小値がターゲット表の FIRST_ORD_ID
列にマップされます。 

• FIRST_ORD_DATE: SRC_ORDERS.ORDER_DATE 列を「実装」「実装」「実装」「実装」フィールドにドラッグ・ア

ンド・ドロップします。規則を MIN(SRC_ORDERS.ORDER_DATE)に変更します。 
これにより、SRC_ORDERS 表の ORDER_DATE 列の最小値がターゲット表の

FIRST_ORD_DATE 列にマップされます。 

• LAST_ORD_ID: SRC_ORDERS.ORDER_ID 列を「実装」「実装」「実装」「実装」フィールドにドラッグ・アンド・ド

ロップします。規則を MAX(SRC_ORDERS.ORDER_ID)に変更します。 
これにより、SRC_ORDERS 表の ORDER_ID 列の最大値がターゲット表の LAST_ORD_ID 列

にマップされます。 
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• LAST_ORD_DATE: SRC_ORDERS.ORDER_DATE 列を「実装」「実装」「実装」「実装」フィールドにドラッグ・アン

ド・ドロップします。規則を MAX(SRC_ORDERS.ORDER_DATE)に変更します。 
これにより、SRC_ORDERS 表の ORDER_DATE 列の最大値がターゲット表の

LAST_ORD_DATE 列にマップされます。 

• QTY: 規則を SUM(SRC_ORDER_LINES.QTY)に変更します。 
これにより、商品数量の合計がターゲット表の QTY 列にマップされます。 

• AMOUNT: 規則を SUM(SRC_ORDER_LINES.AMOUNT)に変更します。 
これにより、商品価格の合計がターゲット表の AMOUNT 列にマップされます。 

• PROD_AVG_PRICE: SRC_ORDERLINES.AMOUNT 列を「実装」「実装」「実装」「実装」フィールドにドラッグ・ア

ンド・ドロップします。規則を AVG(SRC_ORDER_LINES.AMOUNT)に変更します。 
これにより、商品価格の平均がターゲット表の PROD_AVG_PRICE 列にマップされます。 

この時点で、ターゲット領域の表示は次のようになります。 
  

 

データ・ロード戦略（データ・ロード戦略（データ・ロード戦略（データ・ロード戦略（LKM）の選択）の選択）の選択）の選択 

「フロー」「フロー」「フロー」「フロー」タブには、Oracle Data Integrator により、インタフェースの実行に必要な様々な手順

が示されます。  

ロード・ナレッジ・モジュールロード・ナレッジ・モジュールロード・ナレッジ・モジュールロード・ナレッジ・モジュール（LKM）を使用して、注文および注文明細行の集計結果をターゲ

ット環境にロードする方法を選択する必要があります。 

1. 注文明細行のフィルタ処理済集計結果のロードに対応するソース・セットソース・セットソース・セットソース・セット（SS_0）をクリッ

クします。ロード・ナレッジ・モジュールのリストから「「「「LKM SQL to SQL」」」」モジュールを

選択します。 

2. この時点で、「フロー」画面の表示は次のようになります。 
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データ統合戦略（データ統合戦略（データ統合戦略（データ統合戦略（IKM）の選択）の選択）の選択）の選択  

次に、データをターゲット表に統合するための戦略を選択する必要があります。これを行うには、

使用する統合ナレッジ・モジュール（IKM）を指定する必要があります。 

1. 「ターゲット「ターゲット「ターゲット「ターゲット+ステージング領域」ステージング領域」ステージング領域」ステージング領域」オブジェクトをクリックして「「「「IKM SQL Incremental 
Update」」」」ナレッジ・モジュールを選択します。 
 

 
2. ナレッジ・モジュール・オプションでは、上のようにデフォルト値をそのまま使用します。 

前述のように、Oracle Data Integrator により、ターゲット表に挿入される前に、フロー内のデー

タがクレンジングされます。 

データ制データ制データ制データ制御戦略の選択御戦略の選択御戦略の選択御戦略の選択 

ここまでの処理では、ソースからターゲットへのデータ・フローのみが指定されました。ここで

は、データのチェック方法（CKM）を定義して、データを統合する前に満たす必要がある制約ま

たは条件を定義する必要があります。 

1. 「制御」「制御」「制御」「制御」タブで、「CKM HSQL」チェック・ナレッジ・モジュールを選択します。 
 

 
  

2. 検証する制約（PK_TRG_SALES、FK_SALES_CUST および FK_SALES_PROD）を定義しま

す。 
 



データ統合用インタフェース 

41 

 
  

インタフェースの実行準備が完了しました。 

インタフェースの実行インタフェースの実行インタフェースの実行インタフェースの実行 

1. インタインタインタインタフェースフェースフェースフェース・ウィンドウの「実行」「実行」「実行」「実行」ボタンをクリックしてインタフェースを実行します。  

2. インタフェースの保存を求めるウィンドウが表示されます。「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。 

3. 実行実行実行実行ウィンドウおよび情報情報情報情報ウィンドウで「「「「OK」」」」をクリックします。 

Oracle Data Integrator によって自動的に SQL コードが生成され、実行セッションが開始されま

す。 

オペレータでのインタフェースの実行の追跡オペレータでのインタフェースの実行の追跡オペレータでのインタフェースの実行の追跡オペレータでのインタフェースの実行の追跡 

1. オペレータオペレータオペレータオペレータで実行の結果を追跡するには、メニュー・バーの アイコンをクリックします。  

2. オペレータオペレータオペレータオペレータ・ウィンドウが開き、実行処理タスクの詳細が表示されます（このウィンドウが

すでに開いている場合は、 ボタンをクリックしてリフレッシュできます）。 

結果の解釈結果の解釈結果の解釈結果の解釈 

処理されたレコード処理されたレコード処理されたレコード処理されたレコード 

1. 「オペレータ」「オペレータ」「オペレータ」「オペレータ」で実行ツリーの対応するアイコンをダブルクリックし、Pop. TRG_SALES スススス

テップテップテップテップのウィンドウを開きます。画面の右に新しいウィンドウが開きます。 

2. 「実行」「実行」「実行」「実行」タブに、TRG_SALES 表のロードによって 62 個の挿入が作成され、32 個の無効なレ

コードがエラー表に分離されたことが示されます。 
 

 
  

作成されたデータ作成されたデータ作成されたデータ作成されたデータ 

インタフェースによって作成されたデータは、デザイナデザイナデザイナデザイナ・モジュールで確認できます。 

1. Sales Administration - HSQL モデルを開いて TRG_SALES 表を選択します。 

2. 右クリックして「データ」「データ」「データ」「データ」を選択し、ターゲット表のデータを表示します。 
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無効なレコード無効なレコード無効なレコード無効なレコード 

実行したインタフェースでは、32 個の無効なレコードが自動作成されたエラー表に分離されまし

た。これらのレコードにアクセスするには、モデルからターゲット表（TRG_SALES）を選択し、

ポップアップ・メニューから「制御」「制御」「制御」「制御」→→→→「エラー」「エラー」「エラー」「エラー」の順に選択します。 
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この画面から、次のレコードがインタフェースによって拒否されたことがわかります。 

• FK_SALES_CUST 制約に違反している（つまり、顧客番号が顧客の表に存在しない）31 個の

レコード。 

• FK_SALES_PROD 制約に違反している（つまり、商品番号が商品の表に存在しない）1 個の

レコード。 

無効なレコードはエラー表に保存され、ターゲット表には統合されません。 

操作操作操作操作 

操作操作操作操作 

操作の概要操作の概要操作の概要操作の概要 

Oracle Data Integrator は、完全なエンタープライズ・アプリケーション統合（EAI）からデー

タ・ウェアハウスの表への単純な移入まで、アプリケーション間での情報交換を自動化すること

を目的として設計されています。 

そのため、異なる処理（インタフェース、プロシージャなど）の実行を順序付けして、それぞれ

の処理の即時使用可能なコードを含む本番シナリオを作成する必要があります。 

パッケージパッケージパッケージパッケージ 
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パッケージは、事前定義済の一連のステップで、順番に実行されるように設計されます。次のよ

うな様々なステップがあります。 

• インタフェース 

• プロシージャ 

• 変数に対するアクション/評価 

• モデル、サブモデルまたはデータストアに対するアクション 

• OS コマンド 

• Oracle Data Integrator のツール 

この演習では、一連のインタフェースを使用して Sales Administration アプリケーションをロー

ドします。このアプリケーションの表の間には参照制約が存在するため、TRG_CUSTOMER 表を

ロードするには、先に TRG_CITY 表をロードしておく必要があります。 

「「「「Load Sales Administration パッケージ」パッケージ」パッケージ」パッケージ」の項では、独自に開発したインタフェースおよび

Demo プロジェクトに同梱されているインタフェースが含まれるパッケージを作成して実行しま

す。 

シナリオシナリオシナリオシナリオ 

シナリオは、パッケージに含まれるオブジェクト（インタフェース、プロシージャなど）の部分

的に生成されたコード（SQL、シェルなど）です。 

注意注意注意注意: 生成されたシナリオは、Work リポジトリに格納されます。格納されたシナリオは、エ

クスポートして別のリポジトリにインポートすることで、1 つ以上の異なるコンテキストで使

用できます。  

注意注意注意注意:シナリオのコードが生成されると、そのコードへのアクセスは制限されます。コードの

作成に使用されたパッケージまたはデータ・モデル（もしくはその両方）がその後変更された

場合でも、コードには影響しません。インタフェースの 1 つが変更されたなどの理由でシナリ

オを更新する場合は、パッケージから新しいバージョンのシナリオを生成する必要があります。 

シナリオのプロパティは、デザイナデザイナデザイナデザイナ・モジュールのシナリオシナリオシナリオシナリオ・ウィンドウのシナリオシナリオシナリオシナリオ・ウィンド

ウ、またはオペレータオペレータオペレータオペレータ・モジュールから表示できます。シナリオの操作は、同じウィンドウまた

はオペレーティング・システムのコマンド・ウィンドウから実行できます。デザイナ・モジュー

ルでは、シナリオが対応するパッケージの下にグループ化されて表示されます。 

このスタート・ガイドでは、パッケージを作成し、作成したパッケージから Load Sales 
Administration というシナリオを生成します。また、このシナリオを Oracle Data Integrator か
ら実行し、その後、コマンド・プロンプトから実行します。 

Load Sales Administration パッケージパッケージパッケージパッケージ 

目的目的目的目的 

このパッケージの目的は、Sales Administration アプリケーションのロードに関する完全なワーク

フローを定義し、実行順序を設定することです。 

Oracle Data Integrator に同梱されている開発済オブジェクトに同梱されている開発済オブジェクトに同梱されている開発済オブジェクトに同梱されている開発済オブジェクト 
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これまでに開発した 2 つのインタフェースに加えて、デモ・リポジトリには多数の開発済オブジ

ェクトが同梱されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタフェースインタフェースインタフェースインタフェース 

• Pop. TRG_COUNTRY: TRG_COUNTRY 表を移入するインタフェース 

• Pop. TRG_REGION: TRG_REGION 表を移入するインタフェース 

• Pop. TRG_CITY: TRG_CITY 表を移入するインタフェース 

• Pop. TRG_PROD_FAMILY: TRG_PROD_FAMILY 表を移入するインタフェース 

• Pop. TRG_PRODUCT: TRG_PRODUCT 表を移入するインタフェース 

プロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ 

• Delete Targets: Sales Administration アプリケーション内のすべての表を空にするプロシージ

ャ。この操作は、各表で DELETE 文を使用して実行されます。 

問題の分析問題の分析問題の分析問題の分析 

（参照整合性制約に従って）Sales Administration アプリケーションを正しくロードするには、次

の順序でタスクを実行する必要があります。 

1. Delete Targets プロシージャを使用して Sales Administration 表を空にします。 

2. Pop. TRG_COUNTRY インタフェースを使用して TRG_COUNTRY 表をロードします。 

3. Pop. TRG_REGION インタフェースを使用して TRG_REGION 表をロードします。 

4. Pop. TRG_CITY インタフェースを使用して TRG_CITY 表をロードします。 
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5. Pop. TRG_PROD_FAMILY インタフェースを使用して TRG_PROD_FAMILY 表をロードしま

す。 

6. Pop. TRG_PRODUCT インタフェースを使用して TRG_PRODUCT 表をロードします。 

7. Pop. TRG_CUSTOMER インタフェースを使用して TRG_CUSTOMER 表をロードします。 

8. Pop. TRG_SALES インタフェースを使用して TRG_SALES 表をロードします。 

このような統合プロセスは、Oracle Data Integrator で Package 形式で作成されます。 

ステップステップステップステップ 

パッケージの作成パッケージの作成パッケージの作成パッケージの作成 

1. Packages オブジェクトを右クリックして「パッケージの挿入」を選択します。「パッケージの挿入」を選択します。「パッケージの挿入」を選択します。「パッケージの挿入」を選択します。 
 

 
  

2. 「名前」「名前」「名前」「名前」フィールドに Load Sales Administration と入力します。 

3. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックして、この空のパッケージを保存します。 

パッケージのステップの定義パッケージのステップの定義パッケージのステップの定義パッケージのステップの定義 

1. パッケージパッケージパッケージパッケージ・ウィンドウで「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」タブをクリックします。 

2. パッケージのステップを定義するには、「プロジェクト」「プロジェクト」「プロジェクト」「プロジェクト」ツリーから、パッケージに統合す

る各コンポーネントを選択し、「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」「ダイアグラム」にドラッグ・アンド・ドロップします。 
これらのコンポーネントがパッケージのステップとして表示されます。ただし、まだ順序付

けされていません。 

3. パッケージで最初に実行するステップ（Delete Target プロシージャ）を指定するには、この

ステップを選択して右クリックし、コンテキスト・メニューから「最初のステップ」「最初のステップ」「最初のステップ」「最初のステップ」を選択

します。このステップに、小さい緑色の矢印が表示されます。 

4. ダイアグラム・ツールバーの「成功時の次のステップ」「成功時の次のステップ」「成功時の次のステップ」「成功時の次のステップ」 アイコンを選択します。 

5. このツールを使用してステップを順序付けするには、1 つのステップをクリックしてから、そ

の次に実行するステップをクリックします。 
この操作を繰り返してすべてのステップの順序を指定し、開発したオブジェクトを次のよう

に順序付けします。 
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1. Delete Targets（最初のステップ） 

2. Pop. TRG_COUNTRY 

3. Pop. TRG_REGION 

4. Pop. TRG_CITY 

5. Pop. TRG_CUSTOMER 

6. Pop. TRG_PROD_FAMILY 

7. Pop. TRG_PRODUCT 

8. Pop. TRG_SALES 

6. 作成したパッケージの表示は次のようになります。 
 

 
  

7. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックしてパッケージへの変更を保存します。 

パッケージの実行パッケージの実行パッケージの実行パッケージの実行 

1. このパッケージを実行するには、「実行」「実行」「実行」「実行」ボタンをクリックします。 

2. 実行実行実行実行ウィンドウおよび情報情報情報情報ウィンドウで「「「「OK」」」」をクリックします。 

オペレータでのパッケージの実行の追跡オペレータでのパッケージの実行の追跡オペレータでのパッケージの実行の追跡オペレータでのパッケージの実行の追跡 

オペレータで実行を確認すると、個々のインタフェースの実行時に取得されたものと同じ結果が

表示されます。 
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デプロイデプロイデプロイデプロイ 

目的目的目的目的 

この項の目的は、本番環境でこのパッケージを自動的に実行できるようにすることです。 

そのためには、Load Sales Administration パッケージの実行に使用するシナリオ

LOAD_SALES_ADMINISTRATION を作成する必要があります。 

ステップステップステップステップ 

シナリオの作成シナリオの作成シナリオの作成シナリオの作成 

1. Load Sales Administration パッケージパッケージパッケージパッケージを選択します。 

2. 右クリックして「シナリオの生成」「シナリオの生成」「シナリオの生成」「シナリオの生成」を選択します。 
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3. 次のウィンドウが表示されます。 
 

 
  

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。Oracle Data Integrator によってシナリオが処理され、生成され

ます。 

5. 結果は次のようになります。 
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Oracle Data Integrator からのシナリオの実行からのシナリオの実行からのシナリオの実行からのシナリオの実行 

1. シナリオを右クリックします。 

2. 「実行」「実行」「実行」「実行」を選択します。 

3. 実行実行実行実行ウィンドウおよび情報情報情報情報ウィンドウで「「「「OK」」」」をクリックします。 

シナリオの実行の追跡シナリオの実行の追跡シナリオの実行の追跡シナリオの実行の追跡 

シナリオの実行は、「オペレータ」「オペレータ」「オペレータ」「オペレータ」で確認できます。結果は、パッケージの実行時に取得される

ものと同じになります。 
  

また、次に示すようにデザイナデザイナデザイナデザイナ・モジュールからシナリオのツリー表示を開いて、シナリオの実

行レポートを確認することもできます。 
 

 
  

OS コマンドからのシナリオの実行コマンドからのシナリオの実行コマンドからのシナリオの実行コマンドからのシナリオの実行 

1. MS-DOS コマンド・プロンプト・ウィンドウまたは UNIX のコンソールを開きます。 

2. Oracle Data Integrator のインストール・フォルダで bin ディレクトリを開きます。  

3. 次のコマンドを入力します。 
startscen LOAD_SALES_ADMINISTRATION 001 GLOBAL "-v=2" 

注意注意注意注意: startscen コマンドのパラメータは次のとおりです。 
- Scenario name 
- Scenario version 
- Scenario context 
- Logging level 
これらのパラメータはスペースで区切られます。 

4. 実行終了時のコマンド・プロンプトの表示は、次のようになります。  
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C:￥oracledi￥bin>startscen LOAD_SALES_ADMINISTRATION 001 GLOBAL 
"-v=2" 
Oracle Data Integrator: Starting scenario 
LOAD_SALES_ADMINISTRATION 001 in context GLOBAL ... 
06/27/2005 11:33:05 AM(main): Creating session for 
scenario:LOAD_SALES_ADMINISTRATION - 001 
06/27/2005 11:33:06 AM(main): Session : 14003 is running 
06/27/2005 11:33:16 AM(main): Session : 14003 finished with 
return code : 0 
DwgJv.main: Exit.Return code:0  
  

注意注意注意注意: この例では、シナリオをコールするためにコマンド・プロンプトを使用します。シナリ

オのコールは、ほとんどの外部アプリケーションから実行可能です。逆に、すでに使用してい

る外部アプリケーションを Oracle Data Integrator からコールすることもできます。そのため、

別のアプリケーションとの相互作用をプロセスの一部として統合できます。 

まとめまとめまとめまとめ 
短時間で簡単に ETL プロジェクトを完成させることができました。  

それぞれの例を通して、次の処理を実行しました。 

• Orders Application アプリケーションでデータ整合性規則を定義および実装しました。 

• Orders Application アプリケーションおよび Parameters (File)アプリケーションのデータを

Sales Administration データ・ウェアハウスにロードするために、2 つのインタフェースを作

成しました。 

• 開発したオブジェクトを順序付けしてプロセスの実行を自動化しました。 

これらの例は、Oracle Data Integrator によって 1 つの回答が提供される、1 種類の問題のみに対

応しています。 

Oracle Data Integrator で実行できるその他の処理で実行できるその他の処理で実行できるその他の処理で実行できるその他の処理 

これまでは、一般的なデータ・ウェアハウス・プロジェクトに対する Oracle Data Integrator の使

用方法を見てきました。実際には、Oracle Data Integrator は、バッチからニアリアルタイムまで

あらゆる種類のデータ駆動の統合に対処できます。他にも、次のような例があげられます。 

• データの移行（後で旧システムと新規システムの間でレプリケーションを行う場合または行

わない場合） 

• Point-to-Point データ統合 

• データ・レプリケーション 

また、この例では、Oracle Data Integrator がリレーショナル・データベースおよびファイルとの

み接続されていました。実際には、同じツールセット内で同じ方法を使用して、ERP および

CRM、メインフレーム、フラット・ファイル、LDAP ディレクトリ、XML データソースなどの

すべてのデータベース・システムにアクセスし、統合できます。 

Oracle Data Integrator は、共通の宣言規則主導アプローチにより、データ、イベントおよびサー

ビスに基づく統合を一体化する、唯一の統合プラットフォームです。これを使用することで、企
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業は、統一された単一のアクセス・モデルを使用して、情報システムの単一の表示を提示できま

す。 

Oracle Data Integrator を使用することには、次のような利点があります。 

• 統一された統合のサポート統一された統合のサポート統一された統合のサポート統一された統合のサポート: Oracle Data Integrator は、同じインタフェースを使用した、デー

タ指向、イベント指向およびサービス指向の統合をサポートする唯一の統合アプリケーショ

ン・ソフトウェアです。この固有の機能により、IT チームは、データ量やレイテンシ要件に

関係なく統合のあらゆるニーズ（バッチおよびリアルタイム、非同期および同期）に対応で

きます。  

• 生産性の強化および短期間での習得生産性の強化および短期間での習得生産性の強化および短期間での習得生産性の強化および短期間での習得:データ指向、イベント指向およびサービス指向の各統合

メカニズムに関係なく、Oracle Data Integrator 全体で、宣言規則主導のアプローチが共有さ

れます。プラットフォーム全体で共通のモデルを使用してユーザー・インタフェースを共有

するため、習得時間が短縮され、生産性が劇的に向上します。  

• 再使用可能な共有メタデータ再使用可能な共有メタデータ再使用可能な共有メタデータ再使用可能な共有メタデータ: Oracle Data Integrator のすべてのコンポーネントと完全に統合

された単一のメタデータ・リポジトリを使用するため、統合プロセスの一貫性が保証されま

す。また、このリポジトリは、プロセス全体でのデータ変換およびデータ検証の宣言規則の

再利用性を高めます。  

• 複数のアプリケーションのサポート複数のアプリケーションのサポート複数のアプリケーションのサポート複数のアプリケーションのサポート: Oracle Data Integrator は、データ指向、イベント指向お

よびサービス指向のメカニズムを組み合せて実装される、広範囲の統合プロジェクト（ETL、
データの移行、マスター・データ管理、ビジネス・アクティビティ管理（BAM）、ビジネ

ス・プロセス管理（BPM）、ビジネス・プロセス・リエンジニアリング（BPR）および Web
サービス統合）に適しています。  

Oracle Data Integrator の詳細情報の詳細情報の詳細情報の詳細情報 

Oracle Data Integrator について把握するためには、デモンストレーション環境を使用してくださ

い。  

次のドキュメントを参照すると、Oracle Data Integrator の詳細を学習できます。 

ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント 説明説明説明説明 

インストレーション・

ガイド 
システム要件および Oracle Data Integrator のインストール方法につい

て説明します。 

リファレンス・マニュ

アル 
Oracle Data Integrator のグラフィカル・ユーザー・インタフェースの詳

細を説明します。 

ユーザーズ・ガイド Oracle Data Integrator での作業方法について説明します。 

オラクル社の連絡先オラクル社の連絡先オラクル社の連絡先オラクル社の連絡先 

サポートまたは詳細情報が必要な場合は、オラクル社に連絡してください。 

www.oracle.com 

 

 

 


